
第３回加東市住生活基本計画策定委員会 次第 

 日時：令和３年１２月１７日（金）９時３０分～ 

場所：加東市役所 ３階３０１会議室      

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

（１）加東市住生活基本計画（素案）について 

   ・基本理念・基本目標について 

   ・基本施策・重点施策について 

   ・市営住宅の供給方針について 

   ・計画実現に向けて 

４ その他 

５ 閉会 



氏 名 役 職 等 委員の区分 備 考

1 安 枝
やす え だ

英 俊
ひ で と し 公立大学法人兵庫県立大学環境人間

学部准教授
学識経験者（１号）

2 服 部
は っ と り

吉 博
よ し ひ ろ 一般社団法人兵庫県建築士事務所協

会北はりま支部
学識経験者（１号）

3 黒 﨑
く ろ さ き

幹 也
み き や 一般社団法人兵庫県宅地建物取引業

協会 北播磨支部幹事
学識経験者（１号）

4 竹 内
た け う ち

安 彦
や す ひ こ 社地区代表区長

野村区長
市民代表（２号）

5 野 瀬
の せ

光
ひかる

光明寺区長 市民代表（２号）

6 平 川
ひ ら かわ

米
よね

一
かず

吉井区長 市民代表（２号）

7 中 村
な か む ら

勇
いさむ 社会福祉法人加東市社会福祉協議会

会長
関係団体から推薦を
受けた者（４号）

8 三 原
み は ら

壽 美
ひ さ み

加東市民生児童委員連合会
関係団体から推薦を
受けた者（４号）

9 波戸岡
は と お か

誠
まこと 兵庫県北播磨県民局加東土木事務所

まちづくり参事
関係行政機関の職員
(５号)

氏 名 役 職 等

1 髙 瀬
た か せ

徹
とおる
　加東市技監

2 大畑
おおはた

敏之
と し ゆ き

　都市整備部長

3 長谷川
は せ が わ

茂
しげる
　都市整備部都市政策課長

4 岸本
き し も と

孝司
た か し

　都市整備部都市政策課副課長

5 柴田
し ば た

貴由
たかよし

　都市整備部都市政策課主査

6 松 岡
まつおか

輝
ひかる
　都市整備部都市政策課主事

加東市住生活基本計画策定委員会　出席者名簿
任期：令和３年５月１日から加東市住生活基本計画策定終了まで

〃

〃

備考

〃

事務局



現状 課題 

人
口
・
世
帯

人口・世帯数が減少する将来予測 ２ 

少子高齢化の進展 ２ 

単身世帯、ひとり親世帯の増加 ３ 

外国人居住者の増加 ３ 

最低居住面積水準未満に居住する世帯の増加 ３ 

高齢者のいる世帯の増加 ３ 

市営住宅は高齢世帯の入居が多い ３ 

住
宅
・
住
環
境

一戸建て比率が全国や県と比べて高い水準 ３ 

民営借家が増加傾向であるため持家比率が減少 ３ 

旧耐震基準の住宅が全体の約１／４ ４ 

旧耐震基準の木造住宅が全体の約２割 ４ 

空家率は減少傾向であるが二次的住宅の空家が

多く、近隣市町と比べて空家率が高い 
５ 

持家のリフォームの実施率は約３割 ６ 

高齢者のいる世帯が居住する住宅で高齢者向け

設備の導入率は約６～７割 
３ 

住
環
境
・
施
策
に
対
す
る
市
民
意
向

現在の住まいの傷み具合やバリアフリー化され

ていないことに対して不満が高い 
２ 

公共交通機関の便に対して不満が高い ２ 

バリアフリー化や耐震性の確保の重要度が高い ４ 

子育て世代は、ゆとりのある間取りや住宅の 

広さの重要度が高い 
６ 

耐震化の支援、空家の有効活用や情報提供・相談

窓口の拡充に対して需要がある 

４ 

５ 

６ 

耐震診断未実施が約７割（経済的理由約３割） ４ 

太陽光発電などの再エネ導入率が低い ６ 

社
会

コロナ禍による接触機会の減少 １ 

コロナ禍で在宅勤務や在宅学習の増加 １ 

具体施策（案） 

基
本
目
標
１

(１)

耐震診断、耐震改修の促進【拡充】 

災害時の速やかな住まいの確保【継続】 

(２) 住まいの防犯対策の啓発【継続】 

(３)
「空家等対策計画」に基づく空家の適正

管理の推進【拡充】 

基
本
目
標
２

(１)

市営住宅の計画的な改善・維持修繕等

の推進【継続】 

市営住宅のバリアフリー改修の促進

【拡充】

市営住宅入居世帯の規模等に配慮した

住み替えの促進【継続】 

団地別・充当別の活用方針の検討 

【新規】

(２)

住宅確保要配慮者の居住支援（仕組み

づくり）の検討【新規】

入居・住まいに関する多言語での情報

提供【拡充】 

住宅確保要配慮者向けの賃貸住宅登録

制度の周知【新規】

(３)

人生いきいき住宅助成事業を活用した

バリアフリー改修等の推進【継続】 

高齢者や障害者対応住宅の普及のため

の相談対応【継続】 

基
本
目
標
３

(１)
環境にやさしい住宅づくりの普及啓発

【拡充】

(２)

地区計画・建築協定等の活用・自然環

境と調和した住まい【継続】 

市街化調整区域における「新規居住者

の住宅区域」の指定【新規】

(３)
新たな需要に対応した宅地供給の検討

【継続】 

(４)

兵庫教育大学との連携協力に関する協

定を活用した住宅・住環境施策の展開

【継続】 

働く世代、新婚生活者への住宅取得支

援【拡充】

(５)

民間と連携した空家バンクの円滑な

運用【新規】

空家を活用したサテライトオフィス

の導入【新規】

加東市住生活基本計画の骨子（案）

加東市の住生活に関わる現状 住宅施策に係る課題 理念 基本目標・基本施策 具体施策 

課題１ 新たな日常に対応した 

住宅政策の展開 

課題２ 人口構造の変化に対応した 

住宅政策の展開 

課題３ 住宅セーフティネット機能の 

強化 

課題４ 災害に強い住まい・まちづくり 

課題５ 既存住宅の老朽化対策と 

空家の活用・適正な維持管理 

課題６ 住生活産業の活性化と良好な 

住宅ストックの確保 

だ

れ

も

が

健

や

か

に

暮

ら

し

続

け

ら

れ

る

住

み

よ

い

ま

ち

（
加

東
）

～
安
全
・
安
心
・
快
適
な
住
ま
い
・
住
環
境
を
目
指
し
て
～

基本目標１（案） 

災害に強く安全に暮らせる 

住まい・住環境づくり 

≪基本施策≫ 

（１）災害に強い住まい・まちづくりの推進 

（２）防犯体制の整った住まいづくりの推進 

（３）空家の適正管理  重点  

基本目標２（案） 

だれもが安心して暮らせる 

住まい・住環境づくり 

≪基本施策≫ 

（１）市営住宅の適正な維持管理と活用 

（２）様々な主体との連携による住宅セーフテ

ィネット機能の強化  重点 

（３）高齢者・障害者等の住環境の形成 

基本目標３（案） 

持続可能でだれもが快適に暮らせる 

魅力あふれる住まい・住環境づくり 

≪基本施策≫ 

（１）良質な住宅ストックの形成 

（２）自然と調和した住まいづくりの推進 

（３）良好な市街地形成による住環境の向上 

（４）子育て世代や若者の定住・移住の促進 

 重点 

（５）空家の利活用の推進  重点 

(

案) 



住生活基本計画に関する意見
No. 基本理念について 基本目標１について 基本目標２について 基本目標３について その他

1 従来どおり 従来どおり 従来どおり 従来どおり
空家対策について、現在雑草が多く野生動物な
どが住みついている所があります。なにか対策
できないですか。

2 安全で　より自由に　より力強く
安全に暮らす為に　住宅を基本とした
まちづくり

快適に暮らす為に
住宅を取巻く環境を自由に（幅広
く）変えていく

移住と定住の為の支援を　力強く推進
する

各個人が住みたい場所に住宅が建てられる様に
法的な障害を取除く様に改訂をお願いしたい。

3
住みたいまちづくり　街力アップ！
～安全・安心・快適に暮らせる住まいとまちづくり～

安全に暮らせる住まいの形成・管理と
まちづくり

誰もが安心して暮らせる住まいの確
保と形成

多様な人や世代が快適に暮らせる住ま
いの形成とまちづくり

加東市は過去、近畿圏の住みやすさランキング
で上位に入ったことが有るように、充実した公
共施設（公園、図書館）やレジャー施設・自然
等もあります。
また、大阪、神戸にも移動が出来る利便性もあ
ると考えられますが、若い世代などが住みたく
なる魅力ある街にもっとしていく必要性はある
と思います。
本基本計画の範疇を超える部分もあるかもしれ
ませんが、安全、安心、快適に暮らせるまちづ
くりに加え、若い世代も集まれる施設の充実
（自然、兵庫教育大学等の地域の特性を生か
す）等も検討課題の一つと思います。

4 従来どおり
耐震化や空き家対策等の方針、方向性
を具体的に表現する方がいい

暮らしの中で地域との繋がりや地域
振興の面から、移住者、外国人、バ
リアフリーを必要とする方々らと地
域がどう繋がりを持ち暮らしていけ
るのか、地域の中でどのような住宅
が提供できるのか表現できないか

空き家活用の具体的な施策を盛り込む
ことなどできますか

基本計画といっても10年という短い期間です
のでもう少し具体的な表現があってもいいと思
います。
子供が街へ出て、老夫婦世帯となり、そして独
居世帯となり、その後空き家となる。こういっ
たことが目に見えてきます。
　地域運営をする側としましては、この空き家
が増えていく中で、その管理ができにくくなっ
てくることが懸念されます。取り壊し更地にし
たところでその後の管理も必要です。それを誰
がするのか。調整区域では中々再建は難しく、
売買もしにくいようです。
　これをほったらかしにしては近隣住民が迷惑
を蒙ることになります。この辺を何とか考える
ことはできないでしょうか。

5

この計画の成り立ち、また住生活のよりどころを示す
キーワードは、次の①から④ではないかと思います。
キーワード①安全（防災・耐震化）
キーワード②安心（バリアフリー・住宅改修・セーフ
ティネット）
キーワード③快適（利便性・自然との共生）
キーワード④新たな日常（新型コロナ、ＤＸ）

健やかで快適に暮らす住みよいまち
～安全・安心に暮らせる住まいとまちづくり～
※新たな日常を表現するため、「元気」→「健やか」に
変更し、くらしづくりの意味を含める。

従来どおり 従来どおり

求められる取組でのイメージで快適、
その他の項目が多いので分割した方が
良いのではないかと思います。
基本目標③地域で快適に生活できるま
ちづくり（地域コミュニティ・交通弱
者・公共交通機関等）
基本目標④社会環境に対応した住ま
い・まちづくり（若年層の定住・移
住・省エネ設備・多国籍等）

6

・変化する社会的ニーズに的確かつ素早く対応する
・長期的に持続可能であること
の視点が必要であることから、「だれもが」と「続けら
れる」を追加
だれもが元気で快適に暮らし続けられるまち

災害に強い安全な住まい・まちづくり
耐震化・災害

だれもが安心して暮らせる住まい・
まちづくり
社会変化への対応（ポストコロナ、
人口減、少子・高齢化）
防犯、住宅セーフティネット、バリ
アフリー

持続可能な魅力あふれる住まい・まち
づくり
定住・移住、空家、省エネ、リフォー
ム、区画整理












































































































































































